
江戸川区消防団運営委員会議事録 要約 

開 催 日 時 
令和２年１月３０日（木曜日）  

開会：１４時００分 ～ 閉会：１４時２０分 

開 催 場 所 災害対策本部室 

諮 問 事 項 「特別区消防団の組織力を強化するための方策はいかにあるべきか」           

出 席 者 

（ １ ７ 名 ） 

委員長 斉藤 猛 

委員  上野和彦（都議会議員） 

    宇田川聡史 （都議会議員） 

河野ゆりえ（都議会議員） 

小野瀬二郎（江戸川防火防災協会会長） 

    宇田川清 （葛西防火防災協会会長） 

    松下幸博 （小岩防火防災協会会長） 

    小林あすか（区議会議員） 

    齊藤 翼 （区議会議員） 

    佐々木勇一（区議会議員） 

    中山隆仁 （区議会議員） 

    大橋美枝子（区議会議員） 

    久貝壽之 （江戸川消防署長） 

    山田羊一 （葛西消防署長） 

渡邉辰雄 （江戸川消防団長） 

    秋山隆繁 （葛西消防団長） 

    村瀬光一 （小岩消防団長） 

欠 席 者 よ  ぎ （区議会議員）、西村俊成 （小岩消防署長） 

傍 聴 者 数 ０名 

配 付 資 料 １ 審議資料 （別紙のとおり） 

次 第 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 議事 

答申案の検討・承認（答申決定）       

「特別区消防団の組織力を強化するための方策はいかにあるべきか」 

４ その他 

（１） 江戸川区内消防団の現況     

（２） 江戸川区内災害の状況    

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 



審 議 内 容 

３ 議 事 

諮問について       

「特別区消防団の組織力を強化するための方策はいかにあるべきか」 

 

事務局   

（審議資料の説明） 

 

委 員   

消防団員の現員数がやや減少傾向にもかかわらず、江戸川消防団の団 

員が令和元年１０月１日の資料と比べると増加しているが、その取り組

みを教えてください。 

  

事務局   

消防団員の方が戸別訪問、様々な場所での PR、ノベルティーグッズ・

ティッシュペーパー・ボールペンなどの配布、ステッカーを消防団員が

作り消防団の車に貼って走行するなど地道な活動で増加傾向にありま

す。 

 

委 員   

台風における消防団の活動について教えてください。 

 

事務局   

台風１５号、１９号において各消防団とも東京消防庁の配備態勢と合

わせて団員が参集し、災害活動を行っています。任務は、各消防団とも

幹部及び団本部員は消防団本部において消防署と連携して、情報収集や

各分団への指示・命令などを行っています。 

また、各分団においては分団区域内の警戒を実施し、浸水危険箇所あ

るいは被害発生がないかどうか状況確認、緊急性、危険性のある倒木や

雨どい・看板の落下危険なども多かったので、そのようなものに対応す

る活動を行っています。 

さらに、水防活動中にも火災も発生しており、そちらへの出場もして

います。 

 災害の件数につきましては、台風１５号については区内で発生した全

災害の件数として１８３件、うち消防団で対応した災害が２０件。１９

号については災害発生が８６件、うち消防団で２２件の災害に対応して

います。 

 

委 員   

消防団員はどこに参集するのか、どのような活動を行っているのか教 

えてください。 

 

 

 

 

 



事務局   

基本的には団本部員は消防団本部に詰め、各分団員は各分団の格納庫

に参集し、一旦待機します。団本部の指示・命令によって警戒に出ると

いうような活動をしています。その中で災害を発見して対応する場合も

あり、消防署からの情報で災害の発生に対応するために団本部から命令

が出て、対応をするため出場するという場合もあります。 

 

４ その他 

事務局   

（江戸川区内消防団の現況・江戸川区内災害の状況の説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


